
令和４年２月17日

令和３年度 校内研修のまとめ
研修係

１ 研究主題
相手意識を持ち，豊かにコミュニケーションを図ろうとする子供の育成

～小学校ならではの外国語教育を目指して～

２ 研究の目的
昨年度からの新学習指導要領全面実施に伴い，外国語教育は大きな転換期を迎えた。

中学年での外国語活動や高学年での文字指導など，未知の分野もあり，教師の不安感や
負担感も大きい。しかし，これまでの学習指導要領における外国語活動は，小学校の学
級担任の強みである，豊かな子供理解に基づき，各教科等の学びや行事等と関連付けな
がら，子供のコミュニケーションへの興味・関心を引く教材・活動の工夫を行うことや，
学級経営や各教科等を通して，失敗を恐れない学習集団を形成することが，大きな支え
となってきた。こうした子供理解や学習集団づくりは不易なものであり，これらを基盤
に据え，小学校でしかできない外国語教育を目指していくことが大切であると考える。
このことを踏まえ，本研究主題を設定し，協働体制で研究を進めることとする。

３ 目指す子供像
コミュニケーションへの積極性は，相手との間に関係性を見い出し，「必要感」を持つ

ことによって活性化されると考える。そこで，本校では，「必要感」を「思わず聴きたく
なる，伝えたくなる気持ち」と捉え，これを高めることがコミュニケーションへの積極
性の礎になると考えた。また，コミュニケーションの幅を広げるには，遊び感覚豊かな
活動を通して，コミュニケーションを継続させるための言語的・非言語的手段などの表
現方法を身に付け，それを発揮しながらコミュニケーションを図ることが重要である。
さらに，互いにとってやりとりが心地よいものになるためには，「相手意識」を持つこと
が必要である。そこで，本校では相手意識を「場面や目的に応じ，言語的手段や非言語
的手段を用いて，よりよく相手とコミュニケーションを図ろうとする態度」と捉え，必
要感，表現方法，相手意識に視点を当てながら指導していくことにより，目指す子供像
に迫ることとする（【図１】）。

【図１ 目指す子供像】
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（場面や目的に応じ，様々な表現方法を用いて，よりよく相手とコミュニケーションを図る子供）
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４ 研究の仮説
コミュニケーションを図る必要感を持たせ，コミュニケーションのよさに気

付かせる評価の工夫を行えば，相手意識を持ち，豊かにコミュニケーションを
図ろうとする子供を育成することができるのではないか。

(1)「コミュニケーションを図る必要感を持たせる」とは
コミュニケーションを図らないと解決できない課題等を設定し，子供に「聴きたい」

「伝えたい」という思いを持たせることができる言語活動を仕組むことである。
(2)「コミュニケーションのよさに気付く」とは

他者のコミュニケーションを図る様子を見ること（中間評価）で，様々な表
現方法や相手意識を持つことの大切さに気付き，自分のコミュニケーションに
も取り入れ，よりよくコミュニケーションを図ることができるようになること
である。

(3)「相手意識を持ち，豊かにコミュニケーションを図ろうとする」とは
場面や目的に応じ，様々な表現方法を用いて，よりよく相手とコミュニケーション

を図ろうとすることである。

５ 研究の内容
(1) 学習内容部
○ 系統性・関連の分析
○ 学びの自覚化を図る振り返りカードの作成（学習到達目標を生かして）
○ 授業研究会の司会・記録
○ 研究授業記録の管理，教師・児童の行動観察記録及び報告

(2) 指導方法部
○ 外国語（活動）授業の進め方「星西 English Standard（HES）」の作成
・ 必要感の持たせ方
・ 表現方法の広げ方
・ 相手意識の持たせ方
・ 中間評価の仕方

(3) 学習環境
○ 学習環境の整備（階段・学年掲示板・教室など）
○ 絵カード作成（１～４年） ※ ５・６年はPictureカードあり

６ 研究の構想
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７ 研究授業の記録
(1) 第６学年
ア 日時 令和３年６月17日第５校時
イ 単元名 「Let's go to Italy!」(NEW HORIZON Elementary６ Unit３)
ウ 授業者 保先生・末次先生・徳田
エ 本時案



オ 授業研究の記録
成果と課題 課題への改善策

導 本時のめあて
入 ○ 人を引き付けるための工夫は？という

発問

動画
○ ２つの動画を対比することで問題意識 ・ めあての文言に「その工夫を生かして
が向上した。 話そう」という活動の方向性が示せれば
▲ 動画を扱う時間が長い。 さらに良かった。
▲ 出演者の特徴など注意が逸れてしまう
児童がいた。 ・ 動画ではなく，AEAの活用によって内容

の対比をさせたら良かった。
展 グループ内における協働的学び
開 ○ グループでの話合い・反省・改善が積

極的になされ，児童同士の気付きが高ま
った。

▲ 上記内容が消極的なグループがあった。・ グループに進行役やアドバイスができ
▲ 相互評価後の練習を十分にできなかっ る人を入れるといった工夫をすれば良か
た。 った。

・ 話合い・練習・改善（相互評価後）の
ための時間確保。
・ 評価のための視点を可視化し，確認し
ておけばよかった。
・ 学級の教室や渡り廊下，タブレット活
用

グループ間における中間（相互）評価
○ 楽しく工夫しながら発表し合え，相互
評価で肯定的な感想が出た。
○ 視点をもってグループ内練習（改善）
ができた。
▲ ジェスチャーが楽しむだけの工夫にな ・ AEAの先生に発表してアドバイスをもら
っており，伝えるための工夫として捉え い，改善につなげる。
られていないグループがあった。
▲ 教室内の音，見る角度で相互評価しに
くかったところがあった。

終 Can-Doリスト
末 ○ 段階評価・記述により，自己の高まり ・ 段階評価のさらなる活用

が分かる。
○ 自己評価をよく書き，発表意欲が高か
った。

そ ○ 板書が見やすく素晴らしい。
の ▲ 自由記述をなかなか書けない児童もい
他 た。
▲ 時間配分 ・ チャンツ，動画視聴等→短く

評価を受けての練習 →長く

(2) 第３学年
ア 日時 令和３年10月28日第５校時
イ 単元名 「What do you like?」(Let's Try!１ Unit５)
ウ 授業者 下温湯先生・坂本先生



エ 本時案



オ 授業研究の記録
成果と課題 課題への改善策

導 BADモデルの提示 ・ 前回（６年生研究授業）の反省を生かした導

入 ○ HRTとAEAによるBADモデルにより問題意識が 入場面を設定できていた。

高まった。

授業の流れの提示

○ 授業内のメニューが提示されていたので児童

が見通しをもって活動できた。

展 協働的学び ・ アクティビティの精選。今回はどれも児童の

開 ○ 児童同士がよく交流できていた。 気付きを高めるために効果的であったが，全体

○ ジェスチャー・リアクションのよさを確認す →ペアの前にグループや近くの人と交流でとい

ることで以後の活動に生かすことができてい った学習形態にワンクッションがあっても良か

た。 った。

▲ ステレオゲームの人数（16対16）が多かった ・相手の反応を確認できるような手立て，意識の

上，言い方や聞き方などのポイントが示された 向上が図れるとよい。

ら良かった。 ・ 「Me, too.」,「Wow」「I see.」といったい

▲ 好きな果物を教えてもらった後の反応の仕方 くつか使える言葉を身に付けておく。

のパターンが乏しい。

中間（相互）評価 ・ 発達段階に応じた，やり取りにおけるポイン

○ インタビュータイムを２回行い，中間評価の トの設定が必要

場を設定することで，ポイントを意識したやり

取りをすることができていた。

▲ やり取りのポイントとして提示して生かすこ

とができたが，数としては多かったか。

終 Can-Doリスト ・ 自由記述の時間の確保

末 ▲ 自由記述をしっかり書けない児童がいる。

そ ○ 最後まで高いモチベーションのまま活
の 動を続けられた。
他 ○ HRTとAEAの連携がとても良い。
▲ ノンバーバルの部分３年と６年で違い ・ 言語を使う部分，使わない部分におけ
がなかった。 るめざす子供像を作成する。

▲ 複数形をあえて扱わなかった。 ・ 正しい文法，発音を聞かせることが大事。

８ 研究の成果と課題
(1) 成果
ア 研究授業を通して，授業の進め方等についての共通理解を図ったり，授業モデルのイメージ
を共有したりすることができた。
イ 研究授業を基に，ＨＥＳ（Hoshinishi English Standard）をまとめることができた。
ウ 階段に絵カードを掲示したり，授業用ピクチャーカードを購入してもらうなど，学習環境を
整備することができた。
エ 他教科や既習単元の学びを生かした単元構成を意識することができた。
エ ５・６年の振り返りカードに，学習到達目標を位置付け，学びの自覚化を図ることができた。

(2) 課題
ア ＡＥＡとの役割分担等を工夫する必要がある。
イ ＩＣＴの活用（指導者・学習者）を図る必要がある。令和４年度は，学習者にもデジタル教
科書が配付され，活用が求められる。
ウ 学習環境の充実をさらに図る必要がある。



９ 資料（HESダイジェスト版）





10 令和４年度の校内研修について
テーマ研修については，２か年にわたって「外国語活動・外国語科」についての研究

に取り組んできた。学級担任が進める授業づくりを中心に研究授業を計４本提供してい
ただき，授業の進め方について全員で研修を深めることができた。また，２年目は学習
環境の整備にも取り組んで英語の日常化を図った。さらに，他教科等との関連を図って
カリキュラムマネジメントを行うなど，授業づくりの充実にもつながった。
一般研修については，当初の計画から変更させていただいたものもあったが，概ね実

施することができた。来年度も先生方のニーズに合った研修ができるようにしたい。来
年度の研修についてのアンケート結果は次の通りである。
(1) テーマ研修
□ 校長先生の指針である学力向上
□ 学力向上に力を入れるという学校長のお考えが強いので，それをテーマ研修にす
ればよいと思います。

□ 社会科
□ クラスルームイングリッシュ，発音練習
□ 道徳
□ 主体的・対話的で深い学びと学習環境について
□ ＩＣＴの活用の在り方
□ 外国語を継続して行うのが良いと思います。
□ 外国語，外国語活動をさらに継続してもよいのかなと思います。
□ 学力向上ということもあり，国算の教師で思考力・判断力・表現力を養うにはな
どという内容にしてもよいのかなとも思います。



(2) 一般研修
□ プログラミング教育
□ 人権同和教育
□ 児童理解に関するもの
□ 絵の描かせ方，指導法
□ 工作の指導法
□ 社会科の地域素材開発 （例）伝統芸能としての棒踊り
□ 体育科の教材研究（実際に運動を体験しながら）
□ 本年度同様
□ 今年度行ったものをもう少し充実させてみてはいかがでしょう。オンラインの前
にタブレットの扱いの研修だとか。生徒指導，現状把握でどのような指導をすれば
よいかとか。具体的事例を挙げ，実践的な研修は難しいでしょうか。

□ 図工（絵画指導）研修
□ 保護者対応の研修
□ ＩＣＴ タブレットを活用した学習方法
□ 社会（授業の進め方，工夫等）
□ ＩＣＴ
□ 水難時の救助方法（着衣水泳時などでも還元できるのでは）
□ 絵画指導
□ ロイロノート，プログラミング教育など，また研修で学ぶ機会があると教師側の
不安が軽減されるのではないかと思います。

以上の結果に加え，令和４年度学校経営方針の柱が「学力向上」「教育の情報化」「働
き方改革」であること，「外国語」において，学習者にデジタル教科書（紙媒体教科書も）
が配付され，子供の活用能力に加え，教師の指導力向上も急務であること，ＩＣＴやデ
ジタルドリルの活用によって働き方改革につながることなどを総合して考えると，テー
マ研修は，教科を問わず，「ＩＣＴを生かした学習指導の充実を目指して」（仮）として
はどうだろうか。また，一般研修については，教育活動との有機的な関連を図り，実践
的な研修にしていくことが望ましいと考える。



11 令和４年度 研修計画（案）
月 日 曜 内容 時間 担当
４ 18 月 本年度の研修について 25 研修

特別支援教育 25 特別支援教育
生徒指導（共通理解） 25 生徒指導主任

５ ９ 月 絵画指導（県図画） 45 図工主任
23 月 救急救命講習 45 保健主任
30 月 ＩＣＴ（テーマ研修・研究授業のポイント説明） 45 教育方法

６ 20 月 研究授業・授業研究 60 研修
27 月 俳句指導（俳句週間・青の俳句・おーいお茶） 45 国語主任

７ 21 木 人権同和教育① 45 人権同和教育
服務規律事例 45 管理職
児童理解【保健面等】 45 保健主任
生徒指導（講師招聘） 45 生徒指導主任
ＩＣＴ（テーマ研修） 45 教育方法

８ １ 月 ＩＣＴ（テーマ研修） 45 教育方法
８ 22 月 道徳教育（講師招聘） 45 道徳主任

各種検査分析 45 教育方法
作文指導 45 国語主任
絵画指導（読書感想画） 45 図工主任
棒踊り 30 体育主任
ＩＣＴ（テーマ研修） 45 教育方法

９ 26 月 ＩＣＴ（テーマ研修・研究授業のポイント説明） 45 教育方法
10 17 月 研究授業・授業研究 60 研修

24 月 人権同和教育② 45 人権同和教育
31 月 ＩＣＴ（テーマ研修） 45 教育方法

11 21 月 人権同和教育③（人権週間に向けた教材研究） 45 人権同和教育
28 月 教育課程（グランドデザイン・計画） 45 教務主任

12 26 月 教育課程（検討） 45 教務主任
１ 30 月 教育課程（検討） 45 教務主任
２ 13 月 教育課程（入力） 45 教務主任

20 月 研修のまとめと来年度の研修について 45 研修


